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光 市の環境 (3)
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騒音公害としては、工場騒背から自動車騒

音にいたるまで、あらゆる音がdi民生活lζ影

響を及ぼし、そのために苦情が年々増加して

いる状況にあるの光市における工場騒音は住

宅地と工場の混花する中小工場、或いは事業

場からの金属原際音であり 、自動iTI騒音は国

道 188号線の臼動車走行より発する騒音で

ある。 騒音公芹を除去するために、法律!とよ

る規制と行政指導による改善のみならず、生

活環境保全のため積額約施策の推進が必要で

ある。
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O法律と騒音

騒音規制法で規制対集となるのは、工場事

業場騒音、建設作業騒音および自動車騒音で

あり、鉄道騒音、航空機蝉音は乙れの対象と

なっていない。亦騒音を規制する区域は生活

環境を保全する必要があると認める地域を知

事が指定するといういわゆる地域指定制がと

られている。

光Iliの場合は都市計画法iと基づく用途区域

の決定をまって騒音を腕刺する地域が指定さ

れるとととなるの

工場騒音の基準例

E円札 昼 認 朝 タ 夜 問

第一時民域 4 5 -5 0ホン以下 4 0 -4 5ホン以下 4 0 -4 5ホン以下

第=種区域 5 0 -6 0 4 5 -5 0 4 0 -5 0 

第四種区域 6 0 -6 5 5 5 -6 5 5 0 -5 5 

第四種区域 6 5 -7 0 6 0 -7 0 5 5 -6 5 

1. 騒背の視1)定点は、原則として音娠の存する敷地の境界線。

2. との基準は工場騒音以外の音には適用されない。

向動車騒音の測定料果(中央値)

主調室主 df役所前交差点 島田市交差点

4 6. 1 1. 1 4. I 4 6. 1 1. 2 1. I 4 8. 2. 7. 48. 2. 5. 

7 : 0 0 6 9ホン 6 2ホン

8 : 0 0 7 0 6 2 

9 : 0 0 6 9 6 6 7 3 6 9 

1 0 : 0 0 7 1 6 5 7 2 7 1 

1 1 : 0 0 6 7 6 4 6 9 7 1 
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12: 0 0 6 6ホン 6 9ホン 7 0 6 9 

13: 0 0 6 8 6 6 7 1 7 4 

14: 0 0 7 1 6 6 7 3 6 9 

1 5 : 0 0 6 8 6 6 7 0 7 3 

1 6 : 0 0 6 9 6 5 7 1 7 2 

1 7 : 0 0 7 0 6 9 

18: 0 0 6 7 6 3 

1. 測定方法日本工業規格による測定万法による

2. 自動車騒音基準は 2車線以上の道路では昼間80ホンを越えないとと

3.46.11. 21.はノーカーデーの日

ー叫・・・・F ー叫伽・・怖・ー一.ぃー叫・・・←ー
月間医師会行事 て。 (6)住民検診実施協議会報告。

..."…-ー 哨剛山・-ー 0協議事項 (1)住民検診の実曜について。

08月10日(金)定例理事会。於医師会館。 (2)医師会運助会について。

午後 7.泊。 08月21日(火)臨時理事会。医師会館。午

O報告事項 (1)簡易臨床検先説明会の開催 後 9.000議題近藤龍一先生の灰療機調

について。 (2)光化学スモッグ対策資料に

ついて。 (3)拳議院議員選挙対策について。

(4)講習会i掛催について。 (5)乳児及び重度

心身障害者医療公費負担制度実施説明会

報告。 (6)li腿保険期間満了者の診療につ

いて。(7)医師函保通常組合会報告 (8)住

民検診実施協議会について。(~)市内医療

機関の休診自に関する 調子tについて。

0協議事項住民検診の実施について。

08月21日(火〉月例会。於炭帥会館。午後

7.30。

O報告事項。 (1)参議員選挙対策について。

(2)医師年金について。 (3)患者数調査につ

いて。 (4)乳児及び重度心身障害者医療公

費負拘制度説明会及び日間保険期間満了

者の診般について。 (5)新医療制度につい
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の|調設申出について。

08月21日(火)適正配置委員会。医師会館。

午後 9.10。民師会長の諮問により広田委員

長主催のもと開{げされた。

0出席常任委員、前回先生、田尻先r在、河村

先生、中村先生。

O議題 近藤龍一先生の医療機I喝の胡，没申出

の件。

08月21日(火)全員集会。医師会館。午後

9.15" 0議題近藤龍一先生の医療機関の

開設申出について。

出時者17名全員異議な く承認された。
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水銀汚染にかかる健康調査実施状況(光rIJ) 

|当q
話量 2反 一般希望有

牛島 ~:t.'i 光井 設江 f汁 =定的 光井
浅江

上鳥田 三井 周防 まf 合計烏回市

第 1次受診者 438 464 147 5 616 98 48 111 39 22 9 327 1381 

第 2次該当者 34 67 22 。89 28 17 34 6 8 1 94 

第 2~受診者 32 54 19 。73 21 17 29 6 7 81 

来受診者 2 13 3 。16 7 。 5 。 。13 31 
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比率(人口比)

第 1次受診者 2.8%

弟 2次該当率 15.7%

第 2次受診率85.7
〈該当者との比)

年令glJ状況

~ 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 ~t 

? ~該当省 2 6 28 4 8 4 8 6 3 2 2 2 1 7 

受 診 4竜 2 5 2 1 4 4 4 3 5 2 1 9 1 8 6 

来受診 fi 。1 7 4 5 1 1 3 3 1 
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一方 1UO万円以上200万円未満が21%で金

額措級別の高い方が占める割合が高く、全体

として、個人診療所の中でも格基の目立って

きているのが特徴である。

保険診 療

グラフはj吾る

支払碁金がまとめた47年 6月診域分の「医

療機関別診療状況調査Jのうち、乙表診療粛

に支払われた金額階級別分布状況の割合をグ

ラフに表わしたものである。 ζれでみると 10

--、l
l
l

支払確定金額階級別分布状況の割合
(47年6月_3'l1i.サ3

SO~ .. 

C二コ支払医療俊関

・・・ 支払金額

40'も33事20" 

0万円以 tの個人診療所は 30.1郊にすぎない

が、乙の個人診療所に対する支払金額は個人

診療所向支払総額の 64.2%を占めている。一

方 1∞ 万円未満の70%を占める伺人診療で36

%程度の金額をわけているととになる。

個人診療訴のー医療機関当り平均は邸万円

であるが、日労の個人診療所が70万円未満で

あり、50万円未満が42%、初万円iζ満たない

何人診療所は259仰と及んでいる。
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医療情報システム

医療の役割が治療だけでなく 、疾病の予防、

健康の増進からリハビリテーションまで広がり、

医療技術も向.度化、凶民の医療にたいする要

求は楢大している。乙れにたいして厚生省は

コンピューターをIjl心とする医療情報の処理技

術を積傾的に羽入し、医療情報のシステムイむを

虚子

る。

来月!ま医師会の体行会である。今委員の方

々でいろいろと準備企明中であるが大変な御

苦労と推察する。調互い臼 i1!:自愛元気一杯参

加しよう。

仲秋をつ hむ一句の主かな

あとがき
9月にはい って予想以上に早く涼しさが訪

れた。今作・のよLが異常』ζ~.つかっただけに昨

今の冷気はことさらに災やかである。人々は

心のおちつきを取民し、沈思し読書し或いは

スポーツiζ一年中で段も快適な秋がやって く

図る方針で、省内に険会J会を設けて具体化を

進めている。検11J会の下lζ四専門委員会を設

け、①医療情報システムが与える社会的影響

について経済、法律面から基本問題分析②

へき地医械、 救急医療、専門医療犠関と一般

医療噴時との常連、③病院にシステム工勃守な

手法を導入した病院喰能み効率化、④文献や

病歴などの効率的活用などを検討する。同省

はとれにもとづいて来年度から計両実施には

いる予定であるが、乙のシステムの導入で、

中小病院、診療析の接岬.、系列化し統制する

医療綱の再編成の心配がある。

1 9 7 3 
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近藤龍一先生には父君の後を継ぎ下記の通り

開院された。御発展を祈ります。

l描院日 9月 3日

診療科目 格形外科、内科、皮膚科

レントゲン科、

近藤整形外科

光rlr~積町珂ノ浜

渇話 78-0128

W.H.生

モーターで、張形劫かす泰手の世

強形なら何浅何深ままになり

早いのね等とは云わせぬ張形なり

強形におまかせしますと頭下げ

悩形ぽ過に八日の用lζ立ち

間音lζ地J践の副参らする

黒色の張j彰使う野経な奴

地所占lζは向前の定吻さげて行き

歌

業

讃

会員の動静

祝日司

礼

狂
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張.形

医院 名

場 所

趣味

0

0

0

0

0

0

0

0
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PLACENTA-SAUERBRUCH 

新 し い タ イ プ の 膏 ・十二指腸潰悠治療剤

健保適用匝)~J'lヨ_~Ji 。
m
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PROF.SAUERBRUCH.PRAPARATE BOTTGεR K G. BERLIN WEST 

動脈硬化性諸疾患の治療に

優れた作用を持った新薬を開発/

ヨむヰ守ミ='@錠 自民
【2，2，6，6・Tetrakis(Nicotinoyloxymethyl)cyclohexanol) 

一般名(I.N.N.): =-コモール(Nicomol)

⑧ 事ヨーリ誠晶

発行所光市小周紡 1633の2鉢医院内
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